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 川東中学校が開校して５０年、 

建設された丘は洪積世の堆積層だった 

 

 

 

 

 

 

 

 

空から見た川東中学校   大陸と地つづき頃の日本列島 

川東中学校が開校して５０年になります。まず、開校までの

経緯について整理してみます。 

昭和３０年頃から川東地区住民の多年にわたる要望事項であ

った垣生・神郷・多喜浜・大島の４中学校の統合問題は、昭和

４２年９月９日未明の垣生中学校火災とその復旧問題をめぐ

り、急速にクローズアップされてきました。そして、市は初め

て４２年９月２０日の議会で４２・４３年度で用地買収、整地

を完了し、４３年度名目統合、４３・４４年度で校舎完成、４

５年度４月開校と具体的な計画を示しました。しかしながら用

地買収が遅々として進まず難航し、４４年２月の議会で、名目

統合を一年延長せざるを得ないとの事情説明があり、統合問題

は暗礁に乗り上げたのでありました。 

急転直下、一筋の光が差し、問題解決の道が開かれるのであ

ります。その年の４月１２日の神郷幼稚園の開園式に出席して

いた泉敬太郎市長と地元郷地区選出市議会議員で議長の真木正

氏の二人が、真木正氏の案内で現在川東中学校がある小高い丘

に上り、当時土地改良区の理事長も努めていた真木正氏が「こ

こにある豊田上池と豊田下池の二つのため池で３２００坪、周

囲の開墾地の山土を埋めたら１万坪の土地ができる。中学校の

敷地ができる。」と勧めたのでありました。この話しを良とした

市長は市に持ち帰り、この案件はとんとん拍子に進むのであり

ました。土地の取得については、開墾地の持ち主は郷地区と田

の上地区の人々であったので、郷地区については、真木正氏が

田の上地区については、田の上選出の市議会議員で後に議長を

つとめた岡田進氏がそれぞれ窓口となって用地取得が成り、工

事着手、建設へと進み４５年に名目統合、各学校で開校式を行

い、そして４７年に実質統合完了し生徒数９１９人でスタート

したのでした。あれから５０年多くの人材がこの学び舎から巣

立っていきました。 
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において形成された堆積層であります。地質時代からいえば、

新生代
しんせいだい

第四紀であって、人類がはじめて地球上に現れた時代だ

といわれており、１万年まえから１００万年前を指します。日

本列島は、大陸と陸続きで、瀬戸内海も陸地でした。上図の通

り陸続きであった大陸からナウマン象や獣を追ってヒトも大陸

から歩いて日本列島に移住してきたと考えられます。この時代

の化石については、全国的にはいろいろ発見されていますが、

この地域には化石はないのでしょうか？まだ地中に深くうずま

って発見されていないのでしょうか？ 

ほかの人にうつさないために 

 

 5 月（皐月）の行事予定   
 
７日（木）19:00～  老人会長会        〃 

19:30～ 少年補導定例会    〃 
 ８日（金）19:00～ 環境美化部定例会   〃 
１４日（木）19:00～ 民児協定例会     〃 
２３日（土）19:30～ 連合自治会長会＆体振総会 〃 
  
令和２年４月１６日に政府より全都道府県に対して緊急

事態宣言が出されました。公民館も令和２年４月１８日（土）
から５月６日（水）までの間臨時休館しますとともに学校開
放につきましてもその間利用中止といたします。 
なお現在のところ５月７日から利用再開予定ですが、市内

での更なる感染者発生など状況に変化が生じれば愛媛県や
新居浜市新型コロナウイルス感染症対策本部において、その
感染状況や広がりなどを踏まえ、改めて対応を検討し、その
結果については順次お知らせいたします。 
   

神郷小学校からのお知らせ 
新型コロナウイルス感染症予防のため、1学期に予定して

いました小学校運動会は 2学期以降に延期いたします。延期
日につきましては未定です。 
ご協力よろしくお願いいたします 

  

 咳エチケットとは、感染症を他者に感染させないために、

咳・くしゃみをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、

袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえることです。 

 対面で人と人との距離が近い接触（互いに手を伸ばした

ら届く距離でおよそ 2ｍとされています）が、一定時間以

上、多くの人々との間で交わされる環境は、リスクが高い

です。感染しやすい環境に行くことを避け、手洗い、咳エ

チケットを徹底しましょう。 


